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右
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一 

納
税
申
告
期
を
控
え
て
、
国
民
は
税
金
及
び
税
務
行
政
に
つ
い
て
、
改
め
て
広
汎
な
希
望
や
、
不
満
を
い
だ

い
て
い
る
。
わ
が
国
は
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
以
来
、
自
主
申
告
納
税
を
基
本
と
し
た
租
税
法
定
主
義
に
よ
る
納
税
制

度
を
採
用
し
今
日
に
い
た
つ
て
い
る
が
、
経
済
社
会
の
複
雑
化
と
あ
い
ま
つ
て
、
一
部
不
平
等
、
税
法
の
難 

 

解
、
重
税
、
手
続
の
繁
雑
な
ど
、
数
多
く
の
問
題
が
あ
る
。 

二 

税
理
士
の
実
際
活
動
は
、
租
税
に
関
す
る
職
業
専
門
家
と
し
て
納
税
者
の
代
理
人
と
な
り
納
税
義
務
の
実
現 

 
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
根
本
的
な
再
検
討
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、
日
常
の
一
つ
一
つ
の
事
案
を
国
と
納
税

者
の
間
に
立
つ
て
円
滑
に
す
す
め
る
た
め
の
税
理
士
の
任
務
は
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
従
つ
て
、
社

会
的
使
命
を
も
つ
税
理
士
の
近
代
社
会
に
お
け
る
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
は
、
各
方
面
で
論
議
を
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。 

税
理
士
制
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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三 

次
に
、
昭
和
二
十
六
年
税
理
士
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ら
い
、
今
日
税
理
士
の
数
二
万
五
千
名
に
達
す
る
が
、 

こ
の
際
税
理
士
の
基
本
的
職
責
を
再
検
討
し
、
「
税
理
士
は
租
税
法
に
よ
る
国
民
の
権
利
を
擁
護
し
納
税
義 

務
の
適
正
な
実
現
を
図
る
」
こ
と
を
税
理
士
の
使
命
と
し
て
根
本
規
定
と
し
て
、
改
正
し
、
こ
れ
に
基
づ
い 

 

て
、
現
行
税
理
士
制
度
の
細
目
に
つ
い
て
も
自
主
的
に
組
織
を
強
化
し
、
自
主
的
に
賞
罰
を
行
な
い
、
自
主
的

に
研
究
を
行
な
い
、
社
会
的
地
位
を
向
上
し
う
る
よ
う
法
律
改
正
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

及
び
権
利
救
済
に
奉
仕
す
る
こ
と
で
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
更
に
租
税
の
憲
法
的
意
義
（
租
税
法
定
主
義
）

を
ふ
ま
え
て
、
租
税
制
度
全
般
に
わ
た
つ
て
、
国
民
の
権
利
を
擁
護
す
べ
き
立
場
に
あ
る
と
考
え
る
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
現
行
法
に
は
「
中
正
の
立
場
」
と
い
う
あ
い
ま
い
な
表
現
が
あ
り
、
更
に
大
蔵
省
、
国

税
庁
の
税
理
士
会
及
び
税
理
士
に
対
す
る
監
督
権
及
び
そ
の
行
政
指
導
が
あ
い
ま
つ
て
税
理
士
制
度
を
た
ん
に

「
納
税
行
政
の
補
助
機
関
」
と
し
て
と
ら
え
、
か
つ
、
行
政
が
行
な
わ
れ
て
い
る
き
ら
い
が
つ
よ
い
。 

政
府
の
基
本
的
方
針
を
き
き
た
い
。 

四 

 



 

税
理
士
に
な
る
た
め
に
は
、
高
度
な
税
理
士
試
験
に
合
格
し
た
も
の
、
及
び
弁
護
士
で
日
本
税
理
士
会
連
合
会

に
登
録
し
た
も
の
又
は
公
認
会
計
士
で
国
税
庁
長
官
に
通
知
し
た
も
の
な
ど
で
あ
る
が
、
最
近
の
状
勢
で
は
、

学
生
や
会
計
事
務
所
所
員
な
ど
の
税
理
士
試
験
受
験
者
が
三
万
三
千
名
、
他
に
こ
れ
を
目
ざ
し
て
勉
学
に
励
ん

で
い
る
も
の
約
二
万
名
は
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
試
験
の
合
格
率
は
昭
和
四
十
六
年
度
の
場
合

で
十
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
（
科
目
合
格
率
）
、
最
終
合
格
率
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
き
わ
め
て
狭
い
門
と
な
つ
て
い

る
。 他

方
昭
和
三
十
一
年
の
国
会
で
、
政
府
提
案
に
よ
る
五
ヵ
年
の
時
限
立
法
が
通
過
し
た
が
、
こ
れ
は
国
税
の
税

務
職
員
で
二
十
年
以
上
、
地
方
税
二
十
五
年
以
上
の
税
務
行
政
事
務
経
験
者
と
旧
計
理
士
の
救
済
措
置
と
し 

て
、
特
別
に
税
務
を
免
除
し
、「
簿
記
会
計
」
は
商
工
会
議
所
検
定
三
級
試
験
程
度
の
安
易
な
も
の
に
よ
る
特
別

試
験
制
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
五
ヵ
年
の
時
限
立
法
に
か
か
わ
ら
ず
そ
の
後
十
五
年
を
経
過
す
る
今
日

で
も
ず
る
ず
る
と
続
い
て
お
り
、
こ
の
試
験
を
う
け
て
合
格
し
た
人
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
国
税
職
員
で
、 

五 

 



 

四 

公
務
員
の
経
験
あ
る
が
ゆ
え
の
受
験
資
格
、
試
験
課
目
の
特
例
を
設
け
、
か
つ
、
合
格
率
を
優
遇
す
る
こ
と

は
絶
対
に
過
度
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。 

こ
の
比
率
を
み
る
と
、
厳
正
な
国
家
試
験
が
一
方
で
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
台
の
合
格
率
、
最
終
二
・
二
パ
ー
セ

ン
ト
、
他
方
は
七
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
合
格
率
で
あ
る
こ
と
は
、
い
か
に
も
不
公
平
な
扱
い
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

本
来
、
憲
法
は
「
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
つ
て
、
…
…
差
別
さ
れ
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
か
か
る
特
例
を
設
け
る
こ
と
は
違
憲
の
疑
い
す
ら
な
し
と
し
な
い
。 

本
件
に
つ
い
て
、
弁
護
士
、
公
証
人
、
公
認
会
計
士
、
司
法
書
士
、
弁
理
士
等
各
種
の
現
行
法
体
系
を
調
査

し
た
が
、
区
区
に
わ
た
り
、
一
貫
し
た
基
準
が
な
い
よ
う
で
あ
り
、
特
に
税
理
士
、
司
法
書
士
の
特
例
措
置
の 

か
つ
、
合
格
率
が
七
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
現
在
二
万
名
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
約
五
千
二
百
名
が

税
理
士
と
し
て
開
業
し
、
残
り
の
大
部
分
は
税
務
職
員
と
し
て
在
職
し
て
い
る
。 

六 

 



 

 

七 

現
状
は
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。 

そ
の
上
、
最
近
在
職
中
の
税
務
官
吏
が
退
職
後
の
開
業
準
備
や
就
職
準
備
の
た
め
、
先
輩
、
同
僚
、
部
下
と

の
な
れ
あ
い
的
な
事
務
を
し
た
り
、
顧
問
先
の
獲
得
行
為
や
、
天
下
り
的
就
職
な
ど
が
新
聞
紙
上
に
報
道
さ
れ

て
い
る
し
、
特
に
中
小
企
業
か
ら
の
訴
え
が
つ
よ
い
。 

本
来
特
例
措
置
は
廃
止
し
、
一
般
公
正
競
争
試
験
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

そ
れ
に
い
た
る
ま
で
の
措
置
と
し
て
も
、
一
般
試
験
と
の
合
格
率
の
比
較
結
果
に
つ
い
て
改
善
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。 

政
府
の
本
問
題
に
つ
い
て
の
判
断
と
改
善
策
を
問
い
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


